
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

女性活躍推進事業事業【長野県箕輪町】

目的・目標

事業の特徴

○製造出荷額約1600億円、安定した求人状況。

○高校生「今後町で暮らし続けたいが希望する仕事が少い」ミ
スマッチが生じている。
○M字カーブが深く、結婚・出産時に離職を選択していると考
えられる。

○地域発展には、男女共に暮らし方や働き方の意識の変革、
企業の女性活躍の推進が求められている。

①町民が女性の活躍推進についてどのような認識を持っている
か把握する。

②町内企業経営者の経営方向性や女性活躍の認識を把握す
る。
③町内企業従業員の働き方に対する考えを把握する。

町民向け意識調査のほか、企業経営者及び女性従業員へ働
き方意識調査を実施。

30代から80代までの町民で構成する「女性活躍井戸端会議」
で調査結果について話あった。

箕輪町男女共同参画推進会議（女性活躍井戸端会議）

調査結果の分析を行い課題の洗い出しを行った。

①女性活躍意識調査 8/6～9/5 町民600人対象に実施
回答率57.3％

②女性の働き方アンケート（経営者） 10/1～10/31
町内企業300社経営者対象に実施 回答率41.0％

③女性の働き方アンケート（従業員） 10/1～10/31
町内企業300社授業員1,500人対象に実施 回答率23.1％

○地域で女性が活躍できるよう、制度や環境を整えるほか、女
性自身の意識改革が必要。

○女性が仕事と家庭を両立できるよう、経営者にはイクボス・温
かボス宣言の普及促進やセミナー等実施。

○今回の調査結果を踏まえ、第３次男女共同参画計画を町民と
ともに作成する。



現状

• 第２次男女共同参画計画

• アクションプランに基づき取組

• 現状、課題の把握

調査

• 町民男女各300人計600人
• 町内企業300社 従業員1,500人

検討
• 女性活躍井戸端会議で話し合い、分析

事業の概要

女性活躍
町民はどう思っているの？

育休理解
進んだね！

R4 箕輪町第３次男女共同参画計画策定

経営者は？
従業員は？
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